
８ 多義語 
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４ 下線部の「口」が同じ意味で使われているものを後から選べ。 

(1) かばんの口から中身が見える。 [ ] 

(2) 少し口をつつしみなさい。  [ ] 

(3) 大きく口を開けて歌う。   [ ] 

(4) 姉に働く口が見つかった。  [ ] 

(5) 料理が口に合わない。   [ ] 

(6) 今夜の暑さはまだ序の口だ。  [ ] 

ア 彼は普段から口が悪い。 

イ この店の客は口がこえている。 

ウ 口いっぱいに食べ物をほおばる。 

エ 事務員の口を紹介してもらう。 

オ 議長が話の口を切る。 

カ びんの口を強くしめる。 

 

 

５ [ ]に合う体の一部分を表す漢字一字を書きなさい。 

(1) たくさんの宿題に[ ]をかかえる。 

(2) [ ]の細かいあみで、粉をふるいにかける。 

(3) 長い間務めた会社を[ ]になる。 

(4) これは有名な画家の[ ]になる作品だ。 

(5) 会社の[ ]として恥ずかしくない行動をとる。 

(6) 買い物に行った[ ]で郵便局に寄る。 

 

 

６ [ ]には同じ言葉が入ります。その言葉をそれぞれ言い切りの形のひらがなで書きなさい。 

(1) 鍵を[ ]。    (2) 雨が[ ]。 

電話を[ ]。     成績が[ ]。 

時間を[ ]。     水しぶきが[ ]。 

 

(3) 休みを[ ]。     (4) 明かりが[ ]。 

汚れを[ ]。     汚れが[ ]。 

相撲を[ ]。     味方に[ ]。 

 

 

 


